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2021年 9月 19日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑫) 

聖書箇所：雅歌 6章 1～13節 

タイトル：「帰りなさい、帰りなさい」 

 

 きょうは、雅歌 6章から学びます。花婿を見失った花嫁は必至になって捜し求めますが、

そのために彼女はこの質問に明確に答えなければなりませんでした。それは、「あなたの愛

する方は、ほかの親しい者たちより何がまさっているのですか。」という質問です。それに

対して彼女は、「これが私の愛する方、これが私の恋人です。」と答えることができました。

他の人にとってどうであろうと、この方は自分にとって本当に大切な方であるという確信

を持つことができたのです。きょうの箇所はその続きです。 

 

 Ⅰ．成長する愛(1-3) 

 

 まず、1 節から 3 節までをご覧ください。「あなたの愛する方はどこへ行かれたのでしょ

う。女の中で最も美しいひとよ。あなたの愛する方はどこへ向かわれたのでしょう。私たち

も、あなたと一緒に捜しましょう。私の愛する方は、自分の庭へ、香料の花壇へ下って行か

れました。園の中で群れを飼うために、ゆりの花を摘むために。私は、私の愛する方のもの。

私の愛する方は私のもの。あの方はゆりの花の間で群れを飼っています。」 

 

 1節は、エルサレムの娘たちのことばです。花嫁は花婿がいかに優れた方なのかを告白す

ると、エルサレムの娘たちは心動かされ、「私たちも、あなたと一緒に捜しましょう。」と申

し出ました。 

  

このところから教えられることは、主への賛美は人々の心を動かすということです。エル

サレムの娘たちは、花嫁がなぜそんなに必死になって花婿を捜し求めるのか理解できませ

んでした。しかし、花嫁が花婿のすばらしさをほめたたえたとき、彼女たちの心が動かされ、

自分たちも一緒に捜したいと思うようになったのです。これが伝道です。伝道とは、イエス

さまとの愛の関係から生まれてくるものです。イエスさまとの愛の関係があると、必然的に

この方について話さずにはいられなくなります。「あの方のすべてがいとしい」と。その方

を心からほめたたえ礼拝するなら、それを見るノンクリスチャンは、イエスさまを知りたい

と思うようになるのです。勿論、トラクトを配ったり、機会がある度にイエスさまを証する

ことは大切なことですが、最も効果的な伝道は、花嫁である教会が一つとなって花婿である

キリストをほめたたえることなのです。そのとき、この世はイエスさまを知るようになりま

す。 

 

イエスさまが教えられたのはこのことです。ヨハネの福音書 17 章 21 節を開いてくださ
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い。ここには、「父よ。あなたがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうちにいるよう

に、すべての人を一つにしてください。彼らもわたしたちのうちにいるようにしてください。

あなたがわたしを遣わされたことを、世が信じるようになるためです。」とあります。 

これは、十字架を前にして祈られたイエスさまの祈りです。イエスさまは「あなたがわた

しのうちにおられ、わたしがあなたがたのうちにいるように、すべての人を一つにしてくだ

さい。彼らもわたしたちのうちにいるようにしてください。」と言われました。「彼ら」とは

イエスさまの弟子たちのことです。また私たちクリスチャンのことでもあります。どうした

らこの世は、神がイエスを遣わされたと信じるようになるのでしょうか。それは、父がイエ

スのうちにおられ、イエスが父のうちにいるように、私たちすべてのクリスチャンが一つに

なることによってです。教会が一つになって主を礼拝し、主をほめたたえている姿を見るこ

とによって、この世はイエスこそ神の子であると信じるようになるのです。これが、イエス

さまが教えられたことです。 

ですから、私たちに求められていることは、私たちが互いに愛し合い、心を一つにしてイ

エスさまをほめたたえることです。もしかすると、それを見たノンクリスチャンは初めのう

ちは驚き怪しむかもしれませんが、だんだんとそこにはこの世にはない本当の愛があるこ

とを知って、「私たちも、あなたと一緒に捜しましょう。」と申し出るようになるのです。 

 

2 節と 3 節をご覧ください。「私の愛する方は、自分の庭へ、香料の花壇へ下って行かれ

ました。園の中で群れを飼うために、ゆりの花を摘むために。私は、私の愛する方のもの。

私の愛する方は私のもの。あの方はゆりの花の間で群れを飼っています。」 

これは花嫁のことばです。花嫁は花婿がどこか遠くへ行ってしまったのではないかと思

っていましたが、実はごく近くにいました。花婿は「自分の庭」にいたのです。花嫁はどう

やって花婿の居場所がわかったのでしょうか。ふと花婿の庭に目をやってみたら、花婿が自

分の庭に下って行くのを見たのです。花婿はそこで群れを飼うために、ゆりの花を摘むため

に、香料の花壇へと下って行きました。それで彼女はこう言いました。「私は、私の愛する

方のもの。私の愛する方は私のもの。」どういうことでしょうか。 

 

このことばをよく覚えておいてください。彼女がこのように言ったのはこれが 2 回目で

す。2 章 16 節でも同じように告白しました。「私の愛する方は私のもの。私はあの方のも

の。」しかしここでは彼女はまず、「私はあなたのもの」と告白しています。ここに花嫁の成

長を見ることができます。以前の彼女なら「私は私の愛する方のもの」という前に、「私の

愛する方は私のもの」と告白していました。まず「私」でした。でもここではそうではあり

ません。その前に「私はあの方のもの」と告白できるようになりました。愛がより純粋にな

っているのです。花婿といっしょにいることができるという喜びだけではなく、それ以上に

自分が夫のものであるということを喜んでいるのです。彼女は花婿との関係の危機を経験

したことで、人生の優先順位が変えられました。花婿に対する愛が深くなるにつれ、自己中
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心的であった愛が献身的な愛へと変わったのです。 

 

それは私たちにも言えることです。イエスさまと出会い、イエスさまを信じたことで、イ

エスさま私のもの、私はイエスさまのものとなりました。このようにイエスさまと一つとな

れることはすばらしいことですが、こうした夫婦の危機を乗り越えることによってイエス

さまに対する愛がさらに深められ、それまで自己中心的であった愛が献身的な愛へと変え

られていくのです。 

 

あなたはどうですか。あなたは人生の試練を通して何を学びましたか。「私の愛する方は

私のもの。私はあの方のもの。」から「私は、私の愛する方のもの。私の愛する方は私のも

の。」と人生の優先順位が変えられ、主への愛が深められ、それまで自己中心的であった信

仰が、主のみこころにかなった献身的な信仰に変えられているでしょうか。 

 

Ⅱ．旗を掲げた軍勢のように恐ろしい(4-10) 

 

次に、4 節から 10 節までをご覧ください。花嫁のことばを聞いた花婿は、花嫁の美しさ

をほめたたえます。4節には「わが愛する者よ。あなたはティルツァのように美しい。あな

たはエルサレムのように愛らしい。だが、旗を掲げた軍勢のように恐れられる。」とありま

す。 

「ティルツァ」とは、後にイスラエルは北と南に分かれますが、その北イスラエル王国の

首都です。後に北王国イスラエルの首都は「ティルツァ」から「サマリヤ」に移ります。で

すから、サマリヤに移される前に首都があった町が「ティルツァ」です。意味は「本物の美

しさ」です。ですから「あなたはティルツァのように美しい」とは、「あなたは本当に美し

い」という意味になります。花婿は花嫁を見てそのように喜んだのです。これが花婿である

イエスさまが花嫁である私たち教会を見る目です。 

また「エルサレムのように愛らしい」とありますが、「エルサレム」とはご存知のように

イスラエル南ユダの首都です。哀歌 2章 15節には、このエルサレムを「美の極み」とか「喜

びと言われた都」と言われています。ですから、これは美の極みであり、喜びの都です。 

これら二つの町に共通しているのは、美しさと堅固さです。堅固な城壁に守られていて、

揺るぎない土台にありました。王国の都としての栄光と尊厳があります。そのように花嫁も

全イスラエルの美しさと栄光に輝いていたのです。 

 

しかし、ここにはもう一つのことが言われています。それは「旗を掲げた軍勢のように恐

れられる」です。どういうことでしょうか。旗を掲げるとは、戦いで勝利したことを表して

います。勝利した軍勢が旗を掲げました。戦いに負ければ、旗は屈辱のうちに取り去られま

した。けれども、その旗が掲げられる時には、いつも勝利の栄光がありました。花嫁はその
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ような存在なのです。花婿の前で美しく愛らしい花嫁は、一方で、天の都のように堅固で揺

るぐことがない、いつも勝利者としての尊厳があるということです。 

 

でもここには「その軍勢は恐れられる」とあります。恐ろしいというのは、美しいとか愛

らしいというイメージとは相入れない表現のように感じます。しかし、これは鬼のように恐

ろしいというイメージではありません。その恐ろしさは、神の聖さと密接に関連しています。

神は聖なる方です。ですから、イエス・キリストによって罪が贖われたクリスチャに求めら

れていることは「聖なるもの」であることです。Ⅰペテロ章 16節には、「あなたがたは聖な

るものであなければならない。わたしが聖だからである。」と書いてあるからです。」(Ⅰペ

テロ 1:16)とあります。もし花嫁なる教会がこの世に融合し、この世に媚びることがあると

したら、神の聖さを失い、同時に「恐ろしさ」も失うことになってしまいます。反対に、そ

の聖さを保つなら、旗を掲げた軍勢のように恐れられることになります。そのような花嫁に

は真の魅力があります。その姿に花婿はとりこにされ、釘付けにされるのです。ですから、

花嫁のすばらしさはただ美しいというだけでなく、「美しさ」と「恐ろしさ」を合わせ持っ

た存在として、主の栄光を現わし続ける存在なのです。 

 

5 節をご覧ください。「あなたの目を私からそらしておくれ。それが私を引きつける。あ

なたの髪は、ギルアデから下って来るやぎの群れのようだ。」 

花嫁の目が花婿を引きつけます。花嫁のひとみが花婿の心を引きつけるのです。これはど

ういうことかというと、もしあなたがイエスさまを見るなら、イエスさまの心はあなたに釘

付けになるということです。私たちはいつもイエスから目を離さないようにしましょう。 

 

その後のところには、「あなたの髪は、ギルアデから下って来るやぎの群れのようだ」と

あります。同じことが 4 章 1 節でも語られていました。流れるような黒髪の美しさを表現

しています。 

 

また、6節と 7節には「歯は、洗い場から上って来た雌羊の群れのよう。それはみな双子

で、一方を失ったものはそれらの中にはいない。頬はベールの向こうで、ざくろの片割れの

ようだ。」とありますが、これも 4章 2～3節で語られていたことです。「洗い場から上って

来た雌羊の群れのよう」とは、真っ白であるということです。また、「双子で、一方を失っ

たものはそれらの中にはない」とは、歯並びの美しさを表現しています。上歯と下歯が見事

に揃っています。欠けた歯は一つもありません。 

「頬はベールの向こうで、ざくろの片割れのようだ。」というのは、赤くて思わずかみつ

きたくなるような美味しそうな頬であるということです。 

 

8 節と 9 節には、「王妃は六十人、側女は八十人、おとめたちは数知れない。汚れのない
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ひと、私の鳩はただ一人。彼女は、母にはひとり子、産んだ者にはまばゆい存在。娘たちは

彼女を見て、幸いだと言い、王妃たち、側女たちも見て、彼女をほめた。」とあります。 

ソロモンには 300人の王妃と、700人の側女がいました。ここに王妃は 60人、側女は 80

人とありますから、その初期の頃のことでしょう。彼には多くの王妃と側女がいました。お

とめたちは数知れないほどです。しかし、どれだけ多くの王妃がいても、どれだけ多くの側

女がいても、どれだけ数知れないほどのおとめたちがいても、あなたは別格だと言っている

のです。だったら花嫁だけにしておけばいいのにと思いますが、それがソロモンの弱さでも

ありました。しかし、それほど多くの女性たちがいても、花嫁だけは特別な存在でした。し

かもそれはその王妃たちや側女たちも認めるほどでした。「娘たちは彼女を見て、幸いだと

言い、王妃たち、側女たちも見て、彼女をほめました。」 

「あなたは私にとってはきれいだけど、客観的に見たらそうじゃないかもしれない」では

ないのです。だれが見てもそうなのです。花婿が見ても、他のおとめたちが見ても、くらべ

ものにならないくらい彼女はきれいで特別な存在でした。 

 

10節をご覧ください。「このひとはだれでしょう。暁のように見下ろし、月のように美し

く、太陽のように明るく、旗を掲げた軍勢のように恐ろしい。」 

彼女には、暁の光、月のような美しさ、太陽のような輝き、旗を掲げた軍勢のような恐ろ

しさがありました。これが花嫁である私たち教会の姿でもあります。花婿なるキリストにと

って、教会はそのように特別な存在なのです。彼女が同じような罪、同じような失敗を繰り

返したにも関わらず、です。彼女は同じような失敗を繰り返し花婿を見失ってしまいました。

にもかかわらず花婿は花嫁を一切非難したり、責め立てたりしないで、心から受け入れてい

ます。いや、受け入れているどころか、これ以上ないことばで称賛しているのです。9節に

は「汚れのないひと、私の鳩はただ一人」と言っています。だから、汚れていますって。そ

れなのに花婿は決して彼女を責めないのです。それは彼女の罪を大目に見ているとか、見逃

しているということではなく、花婿が彼女の罪を代わりに負ってくださったからです。贖っ

てくださいました。ですから、もし罪を悔い改めて主に立ち返るなら、主は何度でも赦して

くださるのです。そして、それらの罪をすっかり思い出すことをしないのです。イザヤ 1章

18節にこうあります。 

「さあ、来たれ。論じ合おう。──主は言われる──たとえ、あなたがたの罪が緋のよう

に赤くても、雪のように白くなる。たとえ、紅のように赤くても、羊の毛のようになる。」 

すばらしいですね。たとえ、あなたの罪が緋のように赤くても、雪のように白くしてくだ

さいます。たとえ、紅のように赤くても、羊の毛のようにしてくださるのです。これが永遠

の神の約束です。ですから、私たちも同じような失敗を繰り返すような者ですが、同じ罪を

犯すような弱い者ですが、それでもイエスさまに立ち返るなら何度でもやり直すことがで

きるのです。そして、あなたは暁の光のように、月のように美しく、太陽のように明るく、

旗を掲げた軍隊のように、光り輝く存在となり、力強い存在となるのです。なぜなら、その
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旗じるしは「愛」だからです。私たちの花婿であられるキリストは愛によって戦ってくださ

るからです。 

「いつまでも残るものは信仰と希望と愛、これら三つです。その中で一番すぐれているの

は愛です。」(Ⅰコリント 13:13) 

最後に愛は勝ちます。正義で戦ってはいけません。律法で戦ってもいけません。それは人

を滅ぼしてしまうことになります。しかし、愛は人を救います。愛はすべての罪を覆うから

です。事実、神の愛があなたを救いました。花婿なるキリストはその十字架の愛によって私

たちを救ってくださいました。この主イエスの愛を知れば知るほど、主イエスとの交わりが

深くなればなるほど、私たちの主に対する愛と信頼も深められ、揺るぎないものになるので

す。 

 

Ⅲ．帰りなさい、帰りなさい(11-13) 

 

最後に、11節から 13節までをご覧ください。11節と 12節をお読みします。「私はくるみ

の木の庭へ下って行きました。谷の新緑を見るために。ぶどうの木が芽を出したか、ざくろ

の花が咲いたかを見るために。気づいたら、私は民の高貴な人の車に乗せられていました。」 

 

これは花嫁のことばです。花嫁は、くるみの木の庭へ下って行きました。新緑を見るため

にです。また、ぶどうの木が芽を出したか、ざくろの花が咲いたかを見るためにです。新緑

とはいのちの象徴であり、ぶどうの木とざくろの花は祝福と喜びの象徴です。このような庭

で花嫁は花婿に会うのです。あなたもくるみの木の下に行ってみてください。そこで神との

交わりをもってください。そうすれば、たましいに安らぎを得ます。そこはあなたの心を

清々
すがすが

しくしてくれます。 

 

ところで、気づいたら、花嫁は民の高貴な人の車に乗せられていました。民の高貴な人と

は花婿のことです。この方はイスラエルの王でした。その方の車に乗せられていたのです。

知らないうちにさらわれたということではありません。花婿の庭の美しさに魅せられてう

っとりしていたら、急に花婿の車に乗せられてドライブに連れて行かれたという感じです。

こんなに素敵なことがあるでしょうか。あこがれの花婿の車に乗せられて連れて行かれる

のです。嫌な人ならともかく、愛してやまない人の車に乗せられて、二人だけの時間を持つ

ことができるのです。まさに夢のような時間です。もうずっとこのままいたいと思ったこと

でしょう。 

 

しかし、そのときこのような声が聞こえました。13 節です。「帰りなさい、帰りなさい。

シュラムの女よ。帰りなさい、帰りなさい。私たちがあなたを見ることができるように。」 

これはエルサレムの娘たちのことばです。この言葉から、この花嫁はシュラムの女であっ
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たことがわかります。「シュラム」という町の名前は聖書には他に記述がなく、どこにある

のかはっきりわかりません。それでこの「シュラムの女」は、架空の女だと解釈されるよう

になりました。 

一方で、ダビデの晩年にダビデに仕えた美しい女性でシュネムの女でアビシャグという

女性がいますが(Ⅰ列王記 1:3)、この女性のことではないかと考える人もいます。すなわち

これは「シュラム」ではなく「シュネム」のことではないかというのです。 

さらに、ソロモンには多くの王妃と側女がいましたが、その中の一人ではないかと考える

人もいます。 

いったい何が正しいのかわかりません。しかし、わからなくていいのです。なぜなら、こ

れはある一人の女性というよりも、不特定多数の教会、私たちクリスチャンのことだからで

す。「シュラム」とはことばには「完全」とか「平和」という意味があります。ですから、

「シュラムの女」とは完全な方の女性とか、平和の方の女性ということに意味になります。

そうです、完全な花婿イエス・キリストの花嫁、シュラムの女なのです。 

 

そのシュラムの女に、エルサレムの娘たちが呼び掛けています。「帰りなさい、帰りなさ

い。」です。これが繰り返して言われています。繰り返されているということは強調されて

いるということですが、ここには強い願望が表れているのです。だれが言っているのでしょ

うか。エルサレムの娘たち、あるいは、彼女の周りにいた人たちです。彼女たちはこの花嫁

のまばゆいばかりの存在に「幸いだ」と言い、彼女をほめたたえました。その彼女たちに「帰

りなさい」と呼び掛けているのです。「帰って来てください」と強く願っているわけです。

何のためでしょうか。ここに「私たちがあなたを見ることができるように」とあります。彼

女を見るためです。ですから「帰りなさい」とは、どこかへ行ってしまいなさい、というこ

とではなく、自分たちのところに帰って来てくださいということです。なぜ？私たちがあな

たを見ることができるように。あなたを見たいのです。あなたがどんなに美しく、どんなに

すばらしいのかを。 

 

一方で花嫁は何をしていましたか。ドライブです。花婿の車に乗せられて、花婿と二人だ

けのデートを楽しんでいました。そこで花婿との親密な時間を堪能していたのです。その一

方で、エルサレムの娘たちが「帰ってください」と叫んでいるのです。どういうことでしょ

うか。 

 

この箇所から、イエス様の御姿が変貌した出来事を思い出します。マタイの福音書 17章

にあります。イエスさまはペテロとヨハネとヤコブの 3 人の弟子を連れて高い山に登られ

ると、弟子たちの目の前で御姿が変わりました。顔は太陽のように輝き、衣は光のように白

くなりました。それは神の子としてのイエスさまの栄光の御姿でした。 

するとそこにモーセとエリヤが現れて、イエスと語り合っていました。それを見たペテロ
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は、そのすばらしい光景に黙っていることができず、こう言いました。「主よ、私たちがこ

こにいることはすばらしいことです。よろしければ、私がここに幕屋を三つ造ります。あな

たのために一つ、モーセのために一つ、エリヤのために一つ。」(マタイ 17:4) 

つまり、そこにテントを三つ張って、ずっとキャンプしましょうと言ったのです。どうし

て彼はそんなことを言ったのでしょうか。あまりにもすばらしい光景だったからです。実の

ところ彼は何を言ったらよいのかわからなかったのです。それほどすばらしい光景だった

のです。 

しかし、山の麓では何が起こっていたでしょうか。そこには病気で苦しんでいる人たちや

悪霊で苦しんでいる人たち、罪によってさまざまな問題で悩んでいる人たちがたくさんい

ました。彼らはみなイエスさまの救いを必要としていたのです。彼らは山の麓から叫んでい

たでしょう。「帰って来てください」「帰って来てください」、帰って来て、私たちを助けて

くださいと、懇願していました。 

 

私たちにもこのような時があります。礼拝で祈りやみことばを通して主の臨在に包まれ

ているように時、まるで夢心地であるかのようなすばらしい体験をしている時に、「帰って

来てください」という声を聞くことがあるわけです。できればずっとそこにとどまっていた

い。もうその場から離れたくない。そのすばらしい余韻にずっと浸っていたい。もう罪の現

実には戻りたくないと思うような時があります。しかし、そのような時に「帰って来てくだ

さい」という声が聞こえてくるのです。「私たちはあなたを見たいのです。私たちのために

帰って来てください」そういう声を聞くわけです。山の上の栄光から下りて来て、麓にいる

私たちを助けてくださいという声を聞くのです。そうです、私たちは主を礼拝し主と深い交

わりを持つ時と同時に、そこから下りて来て、山の麓で輝くことが求められているのです。

イエス様はこう言われました。 

「あなたがたは世の光です。山の上にある町は隠れることができません。また、明かりを

ともして升の下に置いたりはしません。燭台の上に置きます。そうすれば、家にいるすべて

の人を照らします。このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせなさい。人々があなた

がたの良い行いを見て、天におられるあなたがたの父をあがめるようになるためです。」(マ

タイ 5:14-16) 

あなたがたは世の光です。光を升の下に置いたりはしません。燭台の上に置きます。そう

すれば、家にいるすべての人を照らすことができます。このように、あなたがたの光を人々

の前で輝かせなければなりません。あなたに向かって「帰って来てください」という声に耳

を傾かせる必要があるのです。あなたはその声を聞いているでしょうか。まず花婿であられ

るイエスさまとのりが必要です。くるみの木の庭に行って、そこで祈り、復活の主のいのち

に触れてください。そこで永遠の喜び、永遠の平安、永遠の祝福を味わってください。気づ

いたら、花婿の車に乗ってドライブに連れて行かれることもあるでしょう。しかし、どうか

忘れないでください。山の麓には、あなたを見たいと望んでいる人たちがいることを。あな
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たを通して、主がどれほどすばらしい方なのかを知り、天におられる父があがめられるよう

になることを、主は望んでおられるのです。 

 

最後に、13節の残りの部分を見て終わりたいと思います。「どうしてあなたがたはシュラ

ムの女を見るのか。二つの陣の舞のように。」 

これは花婿のことばです。7章 1節から花婿のことばが続くので、本来であれば、そちら

に入れた方が自然ですが、ここにあるので、この 13節との関係を見ていきたいと思います。

これは、花婿がエルサレムの娘たちをはじめ、そこにいる人たちに言っていることばです。

「どうしてあなたがたはシュラムの女を見るのか。二つの陣の舞のように。」 

 

この「二つの陣」とはヘブル語では「マハナイム」と言います。新改訳聖書第三版には※

が付いていて、下の説明に「マハナイムの舞」とあります。背景には、創世記 32章 1～2節

の出来事がありますが、この「舞」は喜びの踊りを表しています。それは勝利の喜びです。

しかし、こう言うこともできるのではないでしょうか。すなわち、それは救いの喜びである

ということです。その喜びの踊り、喜びの舞です。 

ルカの福音書 15章 10節にはこうあります。「あなたがたに言います。それと同じように、

一人の罪人が悔い改めるなら、神の御使いたちの前には喜びがあるのです。」 

一人の罪人が悔い改めるなら、神の御使いたちの前には喜びがあふれるのです。私たちも

その喜びの舞に招かれています。それは山の上の栄光の場にいるだけでは味わうことがで

きないものです。山の麓で苦しんでいる人たちの前でキリストの光を輝かせることによっ

てもたらされるのです。そこにいる人たちが花婿の愛を一杯受けて美しく輝いた栄光の花

嫁、あなたの姿を見て、主に立ち返ることができるように、「帰りなさい、帰りなさい。」と

いう叫びに応えて、彼らの前で主の栄光を輝かせたいと思います。そして、ともに二つの陣

の舞、マハナイムの舞をしようではありませんか。 


